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（１）アンケートの目的 

本町の児童（小学４年生と５年生）及びその保護者の現時点の意識や考え等を把握し、利

府町における部活動地域移行（展開）の参考資料とする。 

 

（２）実施時期 

   令和８年２月 

 

（３）対象（回答者数） 

   町内小学４年生から５年生までの児童及びその保護者（２１８人） 

 

（４）回答方法 

   Logo フォームによるオンライン回答 

 

 

（１）習い事などの校外活動の参加状況について 

   アンケート回答者のうち、「参加している」児童は 79％となっており、高い参加率である。

さらに、「参加している」児童のうち、64％がスポーツ活動をしている。その他、学習分野（33％）

や音楽分野（26％）への参加となっている。また、費用負担について、月謝 10,000 円以下が

56％となっており、半数以上を占めている。 

 

（２）「部活動地域移行（展開）」の認知度等 

「部活動地域移行（展開）を知っていますか」への「知っている」もしくは「聞いたこと

がある」は、70％となっており、比較的認知度が高い。しかしながら、「知らない」も 29％

程度のため保護者への周知については、継続して実施する必要がある。 

また、「地域の団体として活動することについてどう思うか」は、「良いと思う」が 59％と

なっており、半数以上が好意的な印象である。しかしながら、「良くないと思う」が 6％程度

存在しているため、国や県の動向も含め、事業実施にあたっては丁寧に説明する必要がある。 

 

（３）児童生徒の部活動（地域クラブ）に関する意識等 

「中学校部活動（地域クラブ）に期待することは」については、「毎日を楽しく過ごしたい」

が 55％、「クラスや学年を超えて友達や仲間を作りたい」が 53％、「挨拶や礼儀等の基本を

身につけたい」が 50％、「スポーツや音楽を楽しみたい」が 48％を占めている。保護者の期

待する部活動（地域クラブ）の意義として、こちらの項目が高い割合を占めている点からも

期待に応えられるような環境を整備する必要がある。 

 

１.アンケート概要 

２.結果概要 



 

（４）中学校部活動（地域クラブ）やクラブチームへの参加等 

部活動（地域クラブ）への参加希望は、「参加するつもりである」が 42％、「まだ決めてい

ない」が 30％、「参加しないつもりである」が 6％となっている。「どんな活動があるかわか

らない」が 20％となっていることから、中学校での部活動（地域クラブ活動）のイメージが

つかめないという背景もあるようである。 

「参加するつもりである」の児童のうち、78％が「部活動（地域クラブ）へ参加する」、

15％が「習い事やクラブチーム等へ参加する」となっている。具体的な希望する部活動（ク

ラブ活動）については、4．集計結果のとおりである。 

希望する活動頻度は、「週４日から週５日」が 75％という高い割合となっている。 

活動の月会費目安は、3,000 円以下が 56％を占めていることから、こちらの金額が一定の

目安となると考えられる。 

 

（５）部活動地域移行について心配なこと等 

「活動場所（送迎）について」が 71％、「指導者について」が 57％となり、上位項目であ

った。このことから、中学校以外の活動場所については、保護者の負担とならないように慎

重に検討を進める必要がある。また、教員ではない指導者が指導にあたることへの不安を払

拭する必要があるため、丁寧な説明及び対応が不可欠となる。 

 

（６）全体をとおして 

今回のアンケート調査については、部活動地域移行（展開）期間中に中学生となる現在の

小学生へ向けて実施したものである。もちろん、小学校という環境の中にいるので、中学校

で実施している「部活動」のイメージをどこまで持っているのか、わかりづらいものとなっ

ていることも想定される。ただし、保護者と一緒に回答していただいたので、ある程度有効

なデータであると考えられる。 

また、学校により回答率が異なるが、全体の総数からの約 30％の回収率となっていること

から、全ての実態把握として活用することに課題が残る。なお、調査対象からの傾向から見

ると、校外活動参加率が 79％と圧倒的に高い割合となっているため、そもそも校外活動への

興味関心が高い児童及び保護者に多く回答いただいた可能性もある。 

本町では、令和７年度より実証事業として実施している地域クラブ活動であるが、今後の

本格運用に向けて検討が必要となる事項は、活動内容、実施場所、指導者、運営形態等と多

岐にわたる。今回のアンケート調査を通じて、現在の児童や保護者の意向を確認できた点は

評価できると考えられる。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和７年３月に宮城県・宮城県教育委員会により示された「学校部活動と地域クラブ等のガ

イドライン」第２版によると、国の中間とりまとめにある改革実行期間の前期３年間の最終年

度にあたる令和１０年度には県内すべての公立中学校で、休日の部活動を行わないことを目標

に県内全体の移行スケジュールの目安を示している。 

本町においても令和７年度より実証事業を実施し、どのようなスタイルで地域クラブ活動を

実施するのが最適かを検討しているところである。引き続き、様々な課題解決に努めるととも

に、生徒・保護者等のニーズを踏まえながら「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育て

る。」という意識の下で、生徒の望ましい成⾧を保障できるよう、地域の持続可能で多様な環境

の一体的な整備により、スポーツ・文化芸術分野の最適化を図っていきたいと考えている。 

今後は、本アンケート調査の結果について周知を図るとともに、現時点での児童や保護者の

意向を分析しながら、教育環境整備検討委員会等において、本町が目指す部活動地域展開のビ

ジョンを検討し、対象となる児童生徒、保護者、教職員等の関係者への共有及び持続可能な体

制整備及び事業運営が課題となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.今後の課題について 



 

 

 

４.集計結果 



 

その他（自由記述） 

・剣道         １件 

・ボーイスカウト    １件 

・放課後デイサービス  １件 

・チアリーダー     １件 

・みどりの少年団    １件 

・イオンチアーズクラブ １件 

１．音楽 

（ピアノ、ギター等） 

２．スポーツ 

（スイミング、スポ少等） 

３．学習 

（学習塾、英語等） 

４．芸術 

（書道、絵画、バレエ等） 

５．その他 



 

１．将来プロになりたい 

２．勝つよろこびを味わいたい  

３．毎日を楽しく過ごしたい 

４．スポーツや音楽を楽しみたい 

５．挨拶や礼儀等の基本を身につけたい 

６．今の力をさらに高めたい 

７．クラスや学年を超えて友達や仲間を作りたい 

８．話し合える仲間を作りたい 

９．未回答 

１０．その他 



 

その他（自由記述） 

・なにかに真剣に取り組んでほしい 

・期待していない 

その他（自由記述） 

・部活動・習い事、両立したい 

・部活動のイメージが分からないので、詳細を知りたいです。 

・部活動には参加して、習い事はそのまま続けたい 

・どちらとも 
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文化部

軟式野球

剣道

プログラミング

陸上

キンボール

ソフトボール

ダンス

卓球

音楽

バスケットボール

ソフトテニス

陸上

野球

弓道

運動部

バドミントン

バレーボール

サッカー

未定

吹奏楽



 

その他（自由記述） 

・指導者から猥褻されないかなど 

・任意になると、そもそも消極的な性格の子供なので今までと異なる人達との交流の幅も広がらなく終わるのか

な。と不安があります。 

・同じ学校の仲間でやることに意義があると思う。地域でやるのなら習い事やスポ少と変わらない。基本的には

これまでの学校の部活動として活動して欲しい。

１．費用負担について  

２．活動場所（送迎）について  

３．指導者について  

４．安全面について 

５．わからない 

６．特に心配なことはない 

７．その他 


